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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2018年5月30日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

記 

1. 2019年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正（2018年 4月 1 日～2019年 3月 31 日） 

                                            （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり当期

純利益 

前回発表予想（Ａ） 26,630 716 104 △843 △618円 99銭 

今回発表予想（Ｂ） 25,689 675 130 △246 △180円 64銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △941 △41 26 597 － 

増 減 率(%) △3.5 △5.7 25.0  －      － 

(ご参考)前期実績  28,725 826 357 △871 △639円 91銭 

（2018年 3月期）      

 

２.修正の理由 

当期の連結業績予想につきましては、直近の業績見込みを考慮し修正しております。 

売上高につきましては、主にその他アジア地域及び北米地域における売上高の減少により、予想を下回る

見込みとなりました。 

営業利益につきましては、一時的なものを含む経費削減があったものの前述の売上げの減少により、予想

を下回る見込みとなりました。 

なお、売上高及び営業利益は本来軽微基準に該当しますが、純利益について業績予想の修正が必要なため、

あわせて開示するものです。 

経常利益は、営業外費用の増加があったものの、主に一時的な受取保険金が発生したため、予想を上回る

見込みとなりました。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益は、主に事業再構築による特別退職金等を含む特別損失が当初見

込みより少額であったため、予想を上回る見込みとなりました。なお前回発表予想に織り込まれておりまし

た一時的な現金支出を伴わない新株予約権戻入益 829百万円は特別利益として含まれております。 

 

 以上 


